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☆校長室より☆ 

「１年間のご協力に感謝申し上げます」 

 ３月 24 日に終業式を終え、令和２年度の本校の教育活動が区切りとなります。本年度はコロナ

禍の中ではありますが、保護者の皆様・地域の皆様の温かな支えにより充実した教育活動を行うこ

とが出来ました。年間を通じた浜中学においては、浜中町役場様、漁業組合様、農業協同組合様な

どのご協力により、主に１年生が町内の行政・経済産業の状況を詳しく知ることが出来ました。２

年生については、10月に行われた郵便局様をはじめとする町内各事業所でのインターンシップによ

り、働くことの意味ややりがいを含めた職業観の育成ができました。３年生については進学・就職

等の進路実現に地域・保護者の方々の多大なご協力を賜りました。ＰＴＡや同窓会の方々には、創

立 70 周年記念事業に向けた取り組みに尽力いただいております。その他言い尽くせないほどの本

校への応援に心より感謝申し上げます。 

 令和３年度は昨今の感染状況がやわらぐことを期待しつつ、皆様方のより一層の温かなご支援・

ご協力のもと、地元浜中町に貢献する生徒を育てるべく教職員一同一丸となり、より一層充実した

教育活動を行ってゆく所存です。                  （校長 武藤 禎弘） 

８日（木） 着任式・始業式・入学式 

９日（金） 対面式・生徒指導 

オリエンテーション 

 

１２日（月）前期ホームルーム役員選出 

１４日（水）身体測定 

１５日（木）～１６日（金） 宿泊研修 

２４日（土）ＰＴＡ総会 

 

今年度は来賓・在校生なしの縮小した規模での挙行でしたが、A 組１６名・B組１５名の３１名の卒業生

は晴れやかな表情で門出の日を迎えました。皆さんの今後の活躍と新しい生活の充実を期待しています！ 



○令和２年度卒業生の進路状況(令和３年３月１９日現在)※50音順 

＜進 学＞ 経専調理製菓専門学校、釧路市立高等看護学院、くしろせんもん学校、札幌医療秘書福祉専門学

校、東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校、北海道エコ・動物自然専門学校、北海道芸

術デザイン専門学校、代々木アニメーション学院 

＜就 職＞ 赤石建設株式会社、es formen、家業継承（漁業）、株式会社エムデジ、株式会社近藤工務店、株

式会社ホーマックニコット、株式会社ニチイ学館（釧路赤十字病院勤務）、北日本石油株式会社、浜

中町農業協同組合、浜中漁業協同組合、有限会社コープはまなか、中央防災システム株式会社、

漁師 

＜公務員＞ 浜中町職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

今年度で本校を離れる先生方からの挨拶です。 

 
転 出 者 転  出  先 本校勤続 

校長  武 藤 禎 弘 江差高等学校 ２年 

初めての校長の仕事を霧多布高校でさせていただきました。赴任早々卒業生のモンキーパ

ンチ先生の急逝となりました。テレビや新聞の取材や報道を通じ、先生の影響力の大きさを

知りました。また、いかに地元で尊敬され愛されているかを知る機会ともなりました。 

2 年間、浜中町の皆様、保護者の皆様の温かな支えにより、自身の微力にもかかわらず、

コロナ禍の中つつがなくその任を終えることが出来そうです。心から感謝申し上げます。次

の任地においても、ここで学んだことを糧に一所懸命に努めていく所存です。 

教諭  佐 藤 憲 幸 美深高等学校 ４年 

 保護者の方々や地域の皆様、そしてなによりも生徒の皆さんに支えられ、４年間充実した

日々を過ごすことができました。霧多布高校で培った経験を糧に次の学校でも頑張ります。

霧高生の皆さんの今後の活躍を期待しています。４年間本当にありがとうございました。 

教諭  三 上 隆 弘 小樽未来創造高等学校（全日制） ６年 

 この６年間、浜中町の方々には大変お世話になりました。ホームルーム担任時には、学級

経営に際して保護者の方々に多くのご協力をいただきました。そのおかげで、私自身、教員

人生で初めての卒業生を出すことができました。授業時には、理科を教える立場の人間にと

って浜中町の自然はこれ以上にない教材で、この自然を活用した授業を行う際に地域の方々

には多くの場面でご協力いただきました。本当にありがとうございました。 

 私自身まだまだ至らない点が多いですが、素直な生徒や地域の方々に支えられここまで務

めることができました。霧多布高校で得た経験を活かして、次の学校でも職務を全うしたい

と考えております。６年間ありがとうございました。 

教諭  丹 羽 智 哉 砂川高等学校 ５年 

この度の人事異動で、北海道砂川高等学校へ転出することとなりました。 

 ５年間の霧多布高校での生活では、本校生徒と保護者の方々をはじめ、たくさんの町民の 

皆様にお世話になりました。初任者として赴任して以来、関わった皆様からはこの町や地域

のこと、子どもたちと関わること、教員という仕事の魅力など様々なことを教わりました。  

 霧高の生徒・卒業生の素直さや一生懸命な姿に触れることができて幸せでした。これから

も応援しています。本当にありがとうございました。 

 


